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○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

鹿児島大学では、全学教務委員会において、シラバスの全学的な  

ガイドラインを定め、設けるべき項目、記載すべき内容及び留意事  

項等を明示している。当該全学的なガイドラインに従って、授業の方

法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その他の事項を記載し

た授業計画 (シラバス )を全学部において作成している。  

公表時期については、学生が履修登録の際に授業科目の選択に資す  

るよう当該年度が開始される前にはホームページ上に掲載している。  

  

 全学的ガイドライン  

 
 

授業計画書の公表方法 
https://www.kagoshima-u.ac.jp/education/post-

250.html 



  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

鹿児島大学では、鹿児島大学学則第４２条の２第２項で「各学  

部等は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客  

観性及び厳格性を確保するため、学生に対してその基準をあらか  

じめ明示するとともに、当該基準にしたがって適切に行うものと  

する。」と規定し、さらに、各学部規則にも同様に規定し、各授  

業科目のシラバスにおいて、具体的に成績の評価基準を明示して、 

それに基づいて、厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履  

修を認定している。  

   また、令和２年度に全学の成績評価に関するガイドラインを策定し、令和３ 

年度以降当該ガイドラインに基づき厳格かつ客観的な成績評価を行っている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

全学的にＧＰＡを取り入れている。共通教育科目等においては、  

ＧＰＡ制度による成績評価を行っている。それに基づいて、半期に  

1 回、全学を対象に優秀な学生には表彰を、またＧＰＡが低い学生  

には低学年時の早期から助言や指導をおこなっている。  

 

ＧＰＡ値は次の式で算出している。  

また、全学の学部生の授業料免除対象者の学力基準の一つとして、  

学業成績指標を用いて判定している。（学業成績指標が２．０以上の者） 

  

学業成績指標＝（秀 (A)･優 (B)の単位数×３点十良 (C)の単位数× 

２点十可（ D）の単位数×１点）÷合計修得単位数  

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/educenter/gpa.html 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/education/2023_menjo_gakuryoku.pdf 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

 鹿児島大学では、全学（鹿児島大学）の卒業の認定に関する方針  

（ディプロマ・ポリシー）を定めて公表している。さらに、各学部におい  

ても、この全学の方針に沿って、卒業の認定に関する方針（ディプロ 

マ・ポリシー）を定め、また、教育課程編成・実施の方針（カリキュ  

ラム・ポリシー）、入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

も併せて公表している。  

卒業の認定の際には、これらの方針や学生の修得単位数等を踏まえ

て、適切に卒業を認定している。  

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.kagoshima-

u.ac.jp/education/eoplcmnm.html 

 


